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1. 調査目的 

廃棄物調査は、資料調査の結果、廃棄物層が最も厚いと判断される地点において、オールコアボー

リングを実施し、廃棄物層の厚さ、廃棄物の内容物を把握するとともに、有害物質の有無を確認する

ことを目的とし実施するものである。 

 

2. 調査内容 

 

2.1 調査対象 

調査は、資料調査により旧の沢筋で、廃棄物層が最も厚い場所を想定し、ボーリング位置として選

定した。調査平面図を図 2.1に示す。 

 

2.2 調査項目 

2.2.1 有害物質およびダイオキシン類 

ボーリング調査の結果、廃棄物層内では、土砂と廃棄物が互層に埋設されていることが判明した。

ボーリング柱状図を図 2.3に示す。 

廃棄物層は、木くずを中心にコンクリートガラ等の建設廃材が主体であり、層厚 5.0ｍ程度ごとに

土砂と互層をなしていた。土砂層は1.0ｍ前後の厚みであった。 

以上の結果を踏まえ、ボーリングコアを「土砂層」「廃棄物層」「地山層」に区分し、調査項目を選

定した。ＶＯＣについては、コア採取直後に現地にてＰＩＤ－ＧＣによる、簡易分析を行い、定量下

限値を超過した層を対象として公定分析を実施した。また、地山層については、土壌汚染対策法に基

づく特定有害物質全項目を対象として公定分析を実施した。 

廃棄物ボーリングを対象とした調査項目を表 2.1に示す。 

 

表 2.1廃棄物ボーリング調査項目 

土砂層 廃棄物層 地山層 

溶出試験 

・第１種特定有害物質 

・第２種特定有害物質 

・有機リン 

含有量試験 

・第２種特定有害物質 

溶出試験 

・第１種特定有害物質 

・第２種特定有害物質 

・第３種特定有害物質 

・有機リン 

・ゴミ組成分析 

溶出試験 

・第１種特定有害物質 

・第２種特定有害物質 

・第３種特定有害物質 

・有機リン 

含有量試験 

・第２種特定有害物質 

 

なお、ダイオキシン類については、汚染の有無を廃棄物層内で幅広く確認するため、廃棄物一層ご

とに等量ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞを行い公定分析を行った。 図 2.2に調査項目総括図、表 2.2に調査項目一覧表を示

す。 

2.2.2 廃棄物層内ガス 

廃棄物層内のガスの性状を把握するため、ボーリング孔を通気管仕上げとし（GL-10.0ｍ）、ガス分

析を行った。公定分析は特定悪臭物質およびメタンを対象とした。
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図 2.1 調査平面図
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 図 2.2調査項目総括図  
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表 2.2調査項目および分析方法一覧表 

 廃棄物層 土砂層 地山層 
1 ｶﾄﾞﾐｳﾑ ○ ○ ○ 

2 ｼｱﾝ ○ ○ ○ 

3 有機ﾘﾝ ○ ○ ○ 

4 鉛 ○ ○ ○ 

5 六価ｸﾛﾑ ○ ○ ○ 

6 砒素 ○ ○ ○ 

7 総水銀 ○ ○ ○ 

8 ｱﾙｷﾙ水銀 ○ ○ ○ 

9 ＰＣＢ ○ ○ ○ 

10 ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ ○ ○ 

11 四塩化炭素 ○ ○ 

12 1.2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ ○ ○ 

13 1.1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ○ ○ 

14 ｼｽ1.2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ○ ○ 

15 1.1.1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ○ ○ 

16 1.1.2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ○ ○ 

17 ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ○ ○ 

18 ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ○ ○ 

19 1.3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ ○ ○ 

20 ﾍﾞﾝｾﾞﾝ ○ 

第1種特定

有害物質つ
いては現地

ＰＩＤで不
検出を確認 

○ 

20 ﾁｳﾗﾑ ○ ○ ○ 

21 ｼﾏｼﾞﾝ ○ ○ ○ 

22 ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ ○ ○ ○ 

23 ｾﾚﾝ ○ ○ ○ 

24 ふっ素 ○ ○ ○ 

溶出試験 
①土砂層および地山層 

土壌汚染対策法施行規則第五条第三項第

四号の環境大臣が定める土壌溶出量調査

に係る測定方法 

(平成15年3月6日環境省告示第18号) 

②廃棄物層 

産業廃棄物に含まれる金属等の検定方法

(昭和 48 年 2 月 17 日環境庁告示第 13 号

最終改正：平成 11 年 2 月 22 日環境省告

示第 16 号) 

25 ほう素 ○ ○ ○ 

1 ｶﾄﾞﾐｳﾑ  ○ ○ 

2 ｼｱﾝ  ○ ○ 

3 有機ﾘﾝ  ○ ○ 

4 鉛  ○ ○ 

5 六価ｸﾛﾑ  ○ ○ 

6 砒素  ○ ○ 

7 総水銀  ○ ○ 

8 ｾﾚﾝ  ○ ○ 

9 ふっ素  ○ ○ 

含有量試験 
土壌汚染対策法施行規則第五条第四項第

二号の環境大臣が定める土壌含有量調査

に係る測定方法(平成15年3月6日環境省

告示第19号) 

10 ほう素  ○ ○ 

ダイオキシン類 
ダイオキシン類に係る土壌調査測定マニュアル(平成12年1月：環境庁水質保全局土壌農薬課) 

廃棄物層内ガス 
臭気指数・臭気濃度：臭気指数及び臭気排出強度の算定の方法(平成7年9月13日環境庁告示第63号平成12年6

月15日環境庁告示弟35号) 

特定悪臭物質(内9項目)：特定悪臭物質の測定方法(昭和47年5月31日環境庁告示第9号最終改正：平成12年3月

28日環境庁告示第17号) 

メタン：ＦＩＤ－ＧＣによる。 

ゴミ組成 
一般廃棄物処理事業に対する指導に伴う留意事項について(昭和52年11月4日厚生省環境衛生局水道環境部環

境整備課長通知第95号) 
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図 2.3廃棄物ボーリング柱状図 
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図 2.4 廃棄物ボーリング PID-GC実施位置および公定分析ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ位置図
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廃棄物層：1.3m～5.1m 

溶出試験①＋ゴミ組成②

DXN①1.25m～9.14m 

廃棄物層：8.0m～9.0m 

ゴミ組成② 

土砂①9.4m～9.7m 

DXN②9.7m～16.2m 

DXN③16.2m～22.95m 

廃棄物層：13.0m～15.0m

ゴミ組成③ 

土砂③22.95m～23.25m 

土砂②15.9m～16.2m 

DXN④24.05m～35.0m 

廃棄物層：31.0m～33.0m

溶出試験②＋ゴミ組成④

DXN⑤35.0m～45.0m 

土砂④39.0m～39.3m 

地山49.0m～50.0m 
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3. 調査結果 
3.1 廃棄物層有害物質 

3.1.1 調査結果 

廃棄物層を対象とした溶出試験結果を表 3.1に示す。 

表 3.1 廃棄物層溶出試験調査結果 

調査項目 
単位 廃棄物層① 

GL-1.30～5.10 

廃棄物層② 

GL-31.00～33.00 

採取日 - 2004.4.14 2004.4.16 

定量下限値 評価値 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 0.001以下 0.3以下 

ｼｱﾝ mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 0.05以下 1以下 

有機ﾘﾝ mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 0.1以下 1以下 

鉛 mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 0.01以下 0.3以下 

六価ｸﾛﾑ mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 0.02以下 1.5以下 

砒素 mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 0.005以下 0.3以下 

総水銀 mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 0.0005以下 0.005以下 

ｱﾙｷﾙ水銀 mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 0.0005以下 検出されないこと 

PCB mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 0.0003以下 0.003以下 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 0.02以下 0.2以下 

四塩化炭素 mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 0.002以下 0.02以下 

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 定量下限値未満 0.005 0.004以下 0.04以下 

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 0.02以下 0.2以下 

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 0.04以下 0.4以下 

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 0.3以下 3以下 

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 0.006以下 0.06以下 

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 0.03以下 0.3以下 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 0.01以下 0.1以下 

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 0.002以下 0.02以下 

ﾁｳﾗﾑ mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 0.006以下 0.06以下 

ｼﾏｼﾞﾝ mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 0.003以下 0.03以下 

ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 0.02以下 0.2以下 

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ mg/L 定量下限値未満 0.07 0.01以下 0.1以下 

ｾﾚﾝ mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 0.005以下 0.3以下 

ふっ素 mg/L 0.48 0.24 0.1以下 0.8以下 

ほう素 mg/L 0.22 0.37 0.1以下 1以下 

 

3.1.2 評価 

1) 評価の考え方 

廃棄物層は「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令：第一条産業廃棄物の埋立処

分に係る判定基準」により評価を行う。ただし、ふっ素およびほう素については「土壌汚染に係る

環境基準」により評価を行う。 

 

2) 評価 

定量下限値を超えて検出された物質は表 3.2のとおりである。調査を実施した全ての項目につい

て評価基準（金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準・土壌汚染に係る環境基準）を満足する結果

となった。 

表 3.2 定量下限値を超過した物質 

調査項目 単位 
廃棄物層① 

GL-1.30～5.10 
廃棄物層② 

GL-31.00～33.00 
定量下限値 評価値 

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 定量下限値未満 0.005 0.004以下 0.04以下 

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ mg/L 定量下限値未満 0.07 0.01以下 0.1以下 

ふっ素 mg/L 0.48 0.24 0.1以下 0.8以下 

ほう素 mg/L 0.22 0.37 0.1以下 1以下 
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3.2 廃棄物層ゴミ組成 

廃棄物層を対象としたゴミ組成分析の結果を表 3.3に示す。質量比であるため、コンクリートガ

ラ等および土砂の割合が高い結果となっている。廃棄物層②については、他層と異なり、紙・木系

の割合が多く見られた。 

表 3.3 廃棄物層ゴミ組成分析結果 

調査項目 単位 
廃棄物層① 

GL-1.30～5.10 

廃棄物層② 

GL-8.00～9.00 

廃棄物層③ 

GL-13.00～15.00 

廃棄物層④ 

GL-31.00～33.00 

採取日 - 2004.4.14 2004.4.15 2004.4.15 2004.4.16 

紙 ％ 0.9 36.8 0.2 0.0 

布 ％ 0.0 0.0 0.4 0.0 

木･竹･わら ％ 7.7 45.5 9.7 6.7 

ビニール・合成樹脂 ％ 0.2 1.2 0.6 9.2 

ゴム・皮革 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 

厨芥 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 

ガラス ％ 0.2 0.0 0.7 0.4 

陶器・石・コンクリートガラ ％ 33.9 3.2 33.5 28.4 

土砂・雑物(5mm以上) ％ 9.8 0.0 0.0 0.0 

土砂・雑物(5mm以下) ％ 47.0 13.4 54.2 55.3 

磁性金属 ％ 0.2 0.0 0.7 0.0 

非磁性金属 ％ 0.1 0.0 0.0 0.0 

水分 ％ 15.5 63.3 20.9 32.4 

灰分 ％ 66.6 7.4 57.1 42.4 

可燃分 ％ 17.9 29.3 22.0 25.2 

＊ 組成比は乾燥質量比で表示 

＊ 水分、灰分および可燃分については、採取時の湿潤状態で表示 

3.3 土砂層有害物質 

3.3.1 調査結果 

土砂層を対象とした溶出試験結果を表 3.4に含有量試験結果を表 3.5に示す。 

 

表 3.4 土砂層溶出試験結果 

調査項目 単位 
土砂層① 

GL-9.40～9.70 
土砂層② 

GL-15.90～16.20

土砂層③ 
GL-22.95～

23.25 

土砂層④
GL-39.00～

39.30 

定量下限値 
 

評価値 

採取日 - 2004.4.15 2004.4.15 2004.4.15 2004.4.17 - - 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 0.001 0.01以下 

ｼｱﾝ mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 0.1 検出されないこと 

有機ﾘﾝ mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 0.1 検出されないこと 

鉛 mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 0.005 0.01以下 

六価ｸﾛﾑ mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 0.02 0.05以下 

砒素 mg/L 定量下限値未満 0.008 0.006 定量下限値未満 0.005 0.01以下 

総水銀 mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 0.0005 0.0005以下 

ｱﾙｷﾙ水銀 mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 0.0005 検出されないこと 

PCB mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 0.0005 検出されないこと 

ﾁｳﾗﾑ mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 0.0006 0.006以下 

ｼﾏｼﾞﾝ mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 0.0003 0.003以下 

ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 0.002 0.02以下 

ｾﾚﾝ mg/L 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 0.005 0.01以下 

ふっ素 mg/L 0.17 0.17 0.14 0.09 0.08 0.8以下 

ほう素 mg/L 0.05 0.15 0.20 0.25 0.06 1以下 
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表 3.5 土砂層含有量試験結果 

調査項目 単位 
土砂層① 

GL-9.40～9.70 

土砂層② 

GL-15.90～16.20 

土砂層③ 

GL-22.95～
23.25 

土砂層④ 

GL-39.00～
39.30 

定量下限値 評価値 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ mg/kg 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 5 150以下 

ｼｱﾝ mg/kg 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 2 50以下 

鉛 mg/kg 10 54 12 180 5 150以下 

六価ｸﾛﾑ mg/kg 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 2 250以下 

砒素 mg/kg 定量下限値未満 5 定量下限値未満 7 2 150以下 

総水銀 mg/kg 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 0.1 15以下 

ｾﾚﾝ mg/kg 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 定量下限値未満 2 150以下 

ふっ素 mg/kg 97 95 88 69 50 4000以下 

ほう素 mg/kg 5 15 6 19 5 4000以下 

 

3.3.2 評価 

1) 評価の考え方 

溶出試験は「土壌汚染に係る環境基準」により評価を行う。含有量試験については「土壌汚染対

策法施行規則に基づく指定基準(土壌含有量基準)」により評価を行う。 

2) 評価（溶出試験） 

定量下限値を超えて検出された物質は表 3.6のとおりである。調査を実施した全ての項目につい

て評価基準（土壌環境基準）を満足する結果となった。 

 

表 3.6 土砂層溶出試験結果 

調査項目 単位 
土砂層① 

GL-9.40～ 
9.70 

土砂層② 

GL-15.90～ 
16.20 

土砂層③ 

GL-22.95～ 
23.25 

土砂層④ 

GL-39.00～
39.30 

定量下限値 評価値 

砒素 mg/L 定量下限値未満 0.008 0.006 
定量下限値未

満 
0.005 0.01 

ふっ素 mg/L 0.17 0.17 0.14 0.09 0.08 0.8 

ほう素 mg/L 0.05 0.15 0.20 0.25 0.06 1.0 

 

 

3) 評価（含有量試験） 

定量下限値を超えて検出された物質は表 3.7のとおりである。土砂層④の鉛について評価値を超

過する値が検出された。その他の項目については、評価基準（土壌汚染対策法指定基準）を満足す

る結果となった。 

 

表 3.7 土砂層含有量試験結果 

調査項目 単位 
土砂層① 
GL-9.40～ 

9.70 

土砂層② 
GL-15.90～

16.20 

土砂層③ 
GL-22.95～ 

23.25 

土砂層④ 
GL-39.00～

39.30 

定量下限値 評価値 

鉛 mg/kg 10 54 12 180 5 150 

砒素 mg/kg 定量下限値未満 5 定量下限値未満 7 2 150 

ふっ素 mg/kg 97 95 88 69 50 4000 

ほう素 mg/kg 5 15 6 19 5 4000 
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3.4 地山土砂 

3.4.1 調査結果 

地山土砂層を対象とした溶出試験結果を表 3.8に、含有量試験結果を表 3.9に示す。 

 

表 3.8 地山土砂層溶出試験結果 

調査項目 単位 
地山土砂 

GL-49.00～50.00 
定量下限値 評価値 

採取日 - 2004.4.17 - - 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ mg/L 定量下限値未満 0.001 0.01以下 

ｼｱﾝ mg/L 定量下限値未満 0.1 検出されないこと 

有機ﾘﾝ mg/L 定量下限値未満 0.1 検出されないこと 

鉛 mg/L 定量下限値未満 0.005 0.01以下 

六価ｸﾛﾑ mg/L 定量下限値未満 0.02 0.05以下 

砒素 mg/L 定量下限値未満 0.005 0.01以下 

総水銀 mg/L 定量下限値未満 0.0005 0.0005以下 

ｱﾙｷﾙ水銀 mg/L 定量下限値未満 0.0005 検出されないこと 

PCB mg/L 定量下限値未満 0.0005 検出されないこと 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ mg/L 定量下限値未満 0.002 0.02以下 

四塩化炭素 mg/L 定量下限値未満 0.0002 0.002以下 

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 定量下限値未満 0.0004 0.004以下 

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 定量下限値未満 0.002 0.02以下 

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 定量下限値未満 0.004 0.04以下 

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 定量下限値未満 0.1 1以下 

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 定量下限値未満 0.0006 0.006以下 

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 定量下限値未満 0.003 0.03以下 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 定量下限値未満 0.001 0.01以下 

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ mg/L 定量下限値未満 0.0002 0.002以下 

ﾁｳﾗﾑ mg/L 定量下限値未満 0.0006 0.006以下 

ｼﾏｼﾞﾝ mg/L 定量下限値未満 0.0003 0.003以下 

ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ mg/L 定量下限値未満 0.002 0.02以下 

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ mg/L 定量下限値未満 0.001 0.01以下 

ｾﾚﾝ mg/L 定量下限値未満 0.005 0.01以下 

ふっ素 mg/L 0.06 0.08 0.8以下 

ほう素 mg/L 0.06 0.06 1以下 
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表 3.9 地山土砂層含有量試験結果 

調査項目 単位 
地山土砂 

GL-49.00～50.00 
定量下限値 評価値 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ mg/kg 定量下限値未満 5 150以下 

ｼｱﾝ mg/kg 定量下限値未満 2 50以下 

鉛 mg/kg 9 5 150以下 

六価ｸﾛﾑ mg/kg 定量下限値未満 2 250以下 

砒素 mg/kg 定量下限値未満 2 150以下 

水銀 mg/kg 定量下限値未満 0.1 15以下 

ｾﾚﾝ mg/kg 定量下限値未満 2 150以下 

ふっ素 mg/kg 定量下限値未満 50 4000以下 

ほう素 mg/kg 定量下限値未満 5 4000以下 

 

 

 

3.4.2 評価 

1) 評価の考え方 

溶出試験は「土壌汚染に係る環境基準」により評価を行う。含有量試験については「土壌汚染対

策法施行規則に基づく指定基準(土壌含有量基準)」により評価を行う。 

2) 評価（溶出試験） 

定量下限値を超えて検出された物質は表 3.10のとおりである。調査を実施した全ての項目につ

いて評価基準（土壌環境基準・土壌汚染対策法に基づく指定基準）を満足する結果となった。 

 

 

表 3.10 地山土砂層溶出試験結果 

調査項目 単位 
地山土砂 

GL-49.00～50.00 
定量下限値 評価値 

ふっ素 mg/L 0.06 0.08 0.8 

ほう素 mg/L 0.06 0.06 1.0 

 

 

3) 評価（含有量試験） 

定量下限値を超えて検出された物質は表 3.11のとおりである。調査を実施した全ての項目につ

いて評価基準（土壌汚染対策法に基づく指定基準）を満足する結果となった。 

 

表 3.11 地山土砂層含有量試験結果 

調査項目 単位 
地山土砂 

GL-49.00～50.00 
定量下限値 評価値 

鉛 mg/kg 9 5 150 
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3.5 ダイオキシン類調査 
 

廃棄物層を対象としたダイオキシン類調査結果を表 3.12に示す。評価は「ダイオキシン類による

大気の汚染、水質の汚濁及び土壌の汚染に係る環境基準」により行う。公定分析を実施したすべての

廃棄物層において、評価基準を満足する結果となった。 

 

表 3.12 ダイオキシン類調査結果 

 単位 

DXN① 

GL-1.25 

～9.14 

DXN② 

GL-9.70 

～16.20 

DXN③ 

GL-16.20 

～22.95 

DXN④ 

GL-24.05 

～35.00 

DXN⑤ 

GL-35.0 

～45.00 

評価値 

採取日 - 2004.4.14 2004.4.15 2004.4.15 2004.4.16 2004.4.17 - 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 pg-TEQ/g 12 18 73 58 51 1000以下 

 

3.6 廃棄物層内ガス調査 

 

廃棄物層内ガス調査は、廃棄物ボーリング調査で設置した通気管を利用し内部ガスの温度および硫

化水素等のガス分析を行った。 

 

3.6.1 ガス採取方法 

採取口を通気管内に挿入し、GL-9.0ｍから吸引ポンプによりガスを採取した。採取にあたっては内

部に滞留しているガスを事前に置換（50L程度）するとともに、下記の手順でｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞを行った。 

採取フローと採取状況を図 3.1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1 試料の採取フローと採取状況 

①アンモニア 50L（吸収液） 

②アルデヒド類  10L（テドラーバック） 

③硫化物類、メタン 5L（テドラーバック） 

④脂肪酸 10L(捕集管) 

通気管

管底10.0ｍ
ストレーナー区間

1.0ｍ～9.0ｍ程度

掘削口径  8 6 m m

塩ビパイプ V P 6 5

隙 間 ： 砂 利 充 填

開 口 率 0 . 5 ％

ア ミ 巻

外径 6 5 m m
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3.6.2 調査結果 
 

廃棄物層内ガス調査結果を表 3.13に示す。 

 

表 3.13 廃棄物層内ガス調査結果 

調査項目 単位 B-01 定量下限値 

採取日 - 2004.5.12 － 

孔内温度 ℃ 47 － 

硫化水素(検知管) ppm 700＊１ － 

ｱﾝﾓﾆｱ ppm 定量下限値未満 1 

硫化水素 ppm 3800 0.02 

ﾒﾁﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ ppm 定量下限値未満 0.6＊２ 

硫化ﾒﾁﾙ ppm 定量下限値未満 0.5＊２ 

二硫化ﾒﾁﾙ ppm 定量下限値未満 0.05＊２ 

ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ppm 定量下限値未満 0.05 

ﾉﾙﾏﾙ吉草酸 ppm 定量下限値未満 0.0009 

ﾉﾙﾏﾙ酪酸 ppm 0.0037 0.001 

ｲｿ吉草酸 ppm 定量下限値未満 0.001 

ﾒﾀﾝ ppm 110000 1 

＊1：検知管により 700ppmの硫化水素が確認されたことから、臭気指数の測定は危険なため中止。 

＊ 2：ﾒﾁﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ、硫化ﾒﾁﾙ、二硫化ﾒﾁﾙの 3項目は、硫化水素が高濃度のため、定量下限値が高値となった 

 

硫化水素およびメタンが高濃度で検出された。 
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3.6.3 評価 
調査の対象としたガスは、廃棄物層内から吸引したものである。本調査と同一日に実施した、悪臭

調査（最上部および焼却炉横）において、硫化水素等のイオウ化合物は検出されていないことから、

現時点で内部ガスによる外部への影響は少ないものと考えられる。 

しかし、硫化水素濃度は致死量を上回る値であり、メタンは爆発範囲内であることから、継続的な

モニタリングの実施が望まれる。特に今後の調査で実施予定である、ボーリングおよびバックホウに

よる掘削調査時には、作業員の安全確保と周辺への拡散防止という観点から、常時の濃度監視が必要

である。 

また、廃棄物層で形成された法面についても、崩落によりガスの拡散が懸念されることから、法面

保護などの応急的な対応が必要であると思われる。 

 

表 3.14に廃棄物埋立跡地で発生する主なガスの危険特性を示す。 

 

表 3.14 各種ガスの危険特性 

 
メタン 
CH4 

硫化水素 
H2S 

一酸化炭素 
CO 

炭酸ガス 
CO2 

酸素 
O2 

危険の種類 爆発 爆発、中毒 爆発、中毒 中毒 酸欠 

比重 0.6 1.2 1.0 1.53 1.11 

許容濃度 
(ppm) 

- 10 50 5,000 - 

爆発範囲 
(%) 

5.0～15.0 4.0～44.0 12.5～74 － － 

性状 

可燃性、無色、

無味無臭、無

害、無視激 

可燃性、有毒、無色、

腐乱臭、刺激性あり 

可燃性、有毒、無

色、無味無臭 

不燃性、無色、 

無味無臭 

不燃性、無毒無

色、無味無臭 

症状 なし 濃度(ppm) 

0.025：嗅覚できる限界 
0.3：はっきり臭う 

3～5：中程度の強さの
不快感 

10：目の粘膜が刺激さ

れる下限 
20～40強烈に臭うが、

耐えられないことはな
い。肺粘膜刺激の限界 

100：2～15 分で嗅覚が

鈍る。1 時間で眼、気
道の刺激。8～48 時間

連続暴露で生命の危険
あり 

170～300：1 時間暴露

で重大な健康障害を起
こさない限界 

400～700：30 分～1時
間の暴露で生命の危険

あり 

800～900：速やかに意
識喪失、呼吸停止、死

亡 
1000：直ちに意識喪失、

死亡 

濃度(ppm) 

300：作用は認め
られない 

600：多少の作用
が現れる 

900：頭痛,吐き気

が起こる 
1500：生命危機と

なる 

濃度(％) 

1.5：法定上の許
容濃度（安衛則

583条） 
1～2：不快感が起

こる 

3～4：呼吸中枢が
刺激され呼吸の

増加、脈拍血圧の
上昇、頭痛、めま

い等の症状があ

らわれる 
6：呼吸困難とな

る 
7～10：数分間で

意識不明となり、

チアノーゼが起
こり死亡する 

濃度(％) 

16～12：脈拍、呼
吸数の増加、神経

集中に努力がい
る。細かい作業が

うまくいかない 

14～9：判断力が
鈍る、発揚状態、

不安定な精神状
態、刺傷などを感

じない。 

10～6：意識不明、
中枢神経障害、け

いれん、チアノー
ゼ 

それ以上： 

昏睡→呼吸緩除
→呼吸停止→6～

8分後心臓停止 

＊出典：「廃棄物と建設発生土の地盤工学的有効利用：社団法人地盤工学会」 
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3.7 廃棄物ボーリングコア試料分類 
廃棄物層の内容物を詳細に把握するため、目視により分類を行った。分類結果を表 3.15に示す。内容物は「コンクリートガラ」「瓦」「紙くず」「木くず」｢ガラス片｣が多く確認され、建設廃材が主であると思われる。 

詳細なコア試料分類表を資料編に添付する。 

表 3.15 コア試料分類表 

調査深度　0.00ｍ～55.20ｍ
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○ ○ ○ ○ ○ ○

木 片
水 道
管

プラス
チック

片

土のう
袋

その
他

塩ビ管
プラ荷
掛 け
紐

ビニー
ル

ホーズ

食 品
チュー

ブ
ロープ瓦

プラスチック木

角 材
片

合 板 木 屑 畳
その
他

ビニー
ル

ビニー
ル
紐

紙

紙くず 雑 誌 新 聞
その
他

石 膏
ボード

タイル
コンク
リート
ガラ

アス
ファル
トガラ

建築廃材

その
他

コンク
リート
ブロッ

ク

レンガ
片

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
壁紙

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
塩化ビ
ニール

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○
塩化ビ
ニール

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
塩化ビ
ニール

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ビニール
シート

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ セメント ○ 木の根 ○ ○

○ ○ ○ セメント
ガラ ○ ○

○ ○ ペンキ付
き外壁 ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ 不明 ○ ○

○ ○ ○ ○ 針金 布・じゅう
たん ○ ○ 発布スチロール、スポンジ

○ ○ ○ ○ 布・じゅう
たん ○ ○ スポンジ、ゴムパッキン、

ゴム片

○
土管

○ ○ ○

○ ○ ○ 布 ○ 玉石、燃え殻

○ 針金、金属管 不明 ビニール
＋針金

○

○ ○ ○

○ ○

マジック
○ 燃え殻？

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ 靴底

○
糸

○ スレート

○ ○ ○ ○ ○ ゴム片

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 土管 ○ ○ 紙とビニ
ル

○
石材

発布スチロール

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○
布

○ 雨どいの止め金具

○ ○ ○ ○ ○
針金 布

○

○ ○ ○ ○ じゅうた
ん

○

○ ○ ○ ○
調理用ナイフ

○ ○
ガーゼ

○

○ ○ ○ ○ ○
発泡樹脂、ゴム片（ガス

管）、網戸枠（鉄製）

○

○ ○ ○

土 砂

土 砂
その
他

布

カーテ
ン

衣 服 毛 布 布 団
その
他

アルミ
片

鉄 片

その他

複合物

電 線
電 化
製 品

その
他

金 属

空き缶 食 器 その他釘 トタン
ガラス

片
タイル

陶器ク
ズ

ボルト 鉄 骨
電 線
管

水 道
管

陶磁器・ガラス屑

その
他

○ ○ ○ ○ 針金　ステンレ
ス片

○
ナイロン系

○ ○ ○ 針金　鉄くず ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 鉄くず ○ たこ糸 ○

○

○ ○ ○ アルミ蝶番 ○

○ ○ じゅうた
ん ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

布　じゅう
たん ○

○ ○ ○ マジック ○

○ ○ 糸くず ○ 百円ライター

○ ○ ○ ○ スレート

○ ○ ○ 鉄くず ○ ○

○ ○ ○ ○ 鉄くず ○

○ 鉄くず　銅線 ○

○ ○ ○ ○

○ 鉄棒 ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○

○
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4. 結果に対する考察 
 

本調査で得られた情報をとりまとめるとともに、今後の調査に向けた課題を以下に述べる。 

 

4.1 ボーリング工法 

 

今後の調査においてボーリングの目的は、「工学的問題解明のための基礎資料収集（層序確認、原

位置試験等）」「環境問題解明のための試料採取等（分析試料採取、各種計測等）」となる。よって、

ボーリングの目的を明確にし、目的別に効果的な工法を選定することが望ましいと思われる。 

有効と思われる工法は「①打撃サンプラーの使用」「②浅い深度におけるバックホウ掘削」「③エ

アーを用いたボーリング」等が考えられるが、施工性・安全性（可燃性ガス等）といった観点から、

①②の方法による試料採取が望ましい。加えて廃棄物の成層状況を確認しつつ不透水層下の廃棄物

のみ①を使用する等の対応が必要になると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

4.2 有害物質について 

 

1) ＶＯＣ 

ＶＯＣは、「廃棄物層②（GL-31.00～33.00）」において「ベンゼン」「1,2-ジクロロエタン」が検出

された。地下水調査の結果、これらの物質は検出されず、現時点で地下水への影響はないと思われる。 

今後の調査においても、ＰＩＤ－ＧＣを用いた現地簡易分析を行い、適確な位置での廃棄物ｻﾝﾌﾟﾘ

ﾝｸﾞを行うことが望まれるとともに、地下水のモニタリングを行うことにより、地下水への影響の有

無を継続的に調査する必要がある。 

 

2) 重金属等 

重金属は、「土砂層④（GL－39.00～39.30）」において、鉛の含有量が評価値である「指定基準」を

超過した結果となったが、「同一箇所で実施した溶出試験で、鉛は検出されていない」「別途実施した

地下水調査で、鉛は検出されていない」ことから、緊急的な対応は必要ないと考えられる。ただしＶ

ＯＣと同様に、地下水のモニタリングを行うことにより、地下水への影響の有無を継続的に調査する

必要がある。 

 

3) ダイオキシン類 

ダイオキシン類は、廃棄物 5層を対象として分析を実施した。すべての層において、評価値である

「ダイオキシン類による土壌汚染に係る環境基準」の 1/100 以下となる結果となった。ただし、「現

段階では不法投棄された廃棄物の全容が明らかになっていない」ことから、今後も、ダイオキシン類

による汚染の有無を確認する必要があると思われる。 

 

 

 

今後の調査において留意点 

①工学的問題解明のためのボーリング⇒通常のボーリング 

②環境ボーリング⇒打撃サンプラー＋ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削＋成層状況による使い分け 

③有害ガスや可燃性ガスへの対応⇒送風機設置、防毒マスク・送気マスクの装着 
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4.3 廃棄物層内ガス 

廃棄物層内のガスは、硫化水素とメタンが高濃度で検出されている。本調査で実施した悪臭調査、

場外環境調査の結果から、現段階で硫化水素の周辺への拡散はないと思われる。 

今後は、表層ガス調査等によるガス組成把握およびガス濃度分布の把握を行い、ガス発生源の特定

を行うことが、対策検討上の有効な調査となるであろう。 

また、後続調査においては、場内の掘削が多数実施されることから、現場の作業環境はもちろんの

こと、敷地境界でのモニタリングにあわせ、近接する家屋等での安全確認が周辺住民の不安を取り除

く1つの方法になるであろう。 

 

4.4 コア分類 

本調査で実施したコア分類の結果から、不法投棄された産業廃棄物は木くず、コンクリートガラ等

の建設系廃棄物が主体であり、特別管理産業廃棄物に該当するような有害な物質は確認されなかった。 

今後の調査においても、本調査で実施したコア分類を適時行い、廃棄物の内容物をより細かく分類

し、さらに広く開示することによって「何が埋まっているのか」という不安を払拭できると思われる。 

 


